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Campus news キャンパスニュース

　2022年度の獨協大学入学志願者数が確定した。一般選抜と学校推薦型選抜、総
合型選抜、その他の選抜を合計した志願者総数は19,641人（前年度16,896人）と
なった。志願者増の要因としては、新入試制度の導入をはじめとする入試制度改革
や積極的なオープンキャンパスの実施によるものと考えられる。
　原成吉入試部長は、「18歳人口の減少と私立大学の入学定員厳格化を背景とし
て、受験生の大学選びはより一層慎重になりつつある。2023年度入試では、引き続
き受験生の視点に立った入試制度改革などを推進するとともに、改めて獨協大学の
魅力を感じてもらえるようオープンキャンパスやＳＮＳなどを通じて積極的にPRして
いきたい」と語っている。

2022年度入試状況総括

　3月24日、獨協大学セミナーハウス（仮
称）建設工事の起工式を執り行った。
　式典には吉田謙一郎獨協学園理事
長をはじめ、山路朝彦学長、設計・監理
会社の株式会社石本建築事務所代表
取締役社長、施工会社の清水建設株式
会社常務執行役員関東支店長らが出席
した。
　山路朝彦学長は式典で「セミナーハウ
ス（仮称）には、本学学生の新たな教育
研究、課外活動の他、地域への貢献や交
流の場としての役割を期待しています」と
挨拶した。
　当施設は、来年2023年1月に完成、4月
の運用開始を予定している。

獨協大学
セミナーハウス（仮称）
建設工事の起工式を開催

　3月26日、天野貞祐記念館大講堂にて
オープンカレッジ特別講座を開催した。
講師は73年に本学英語学科を卒業した
浦上満氏（浦上蒼穹堂代表）で、学生時
代に蒐集を始めた『北斎漫画』は、現在
では世界一のコレクションとして知られ
る。事前の申し込みにより抽選に通った
210名が来場し、併用したオンライン配
信では180名が受講した。
　講座の終盤には質疑応答があり、北
斎が改名と転居を繰り返した理由を推
論するなど、熱心なやりとりが続いた。

オープンカレッジ特別講座
「世界を驚かせた北斎と　
　　　　　  『北斎漫画』」

　獨協大学の29の文化会団体(部)、39
の体育会団体(部)、42の愛好会団体
(サークル)では、現在、新入部員を募集
している。 　
　各団体の情報は、以下から取得可能。
■大学ホームページでどんな団体があ
るか調査 
　トップページ▶学生生活▶クラブ・
サークル 
■冊子『雄飛』で団体の活動を確認
■獨協大学学友会新入生歓迎ページ
（二次元コード）をチェック 
■学友会事務課（学生センター3階）ス
タッフに相談 

クラブ・サークルが
新入部員を募集中

　新型コロナウイルス感染症対策の入
国制限緩和に伴い、協定校からの留学
生18名が来日した。コロナ禍で留学生
は、滞在国でのオンライン履修や、留学
自体を延期せざるをえない状況が続いて
いたため、受入れは2年ぶりとなる。前年
度秋学期から留学を継続しているバイエ
ステ・バルセイス・ポルさん（バルセロナ自
治大学）は「時差に苦労した半年だった
が、ついに来日がかなった。日本での学
生生活が楽しみだ」と語った。

協定校からの留学生が
2年ぶりにキャンパスへ

　キャリアセンターでは皆さんの進路選
択をサポートする様々な取り組みをして
います。PorTaⅡ、LINEにて具体的な内
容を連絡しますので、最新の情報を必
ず確認の上、窓口相談やガイダンス動
画の視聴など積極的に活用して下さ
い。キャリアセンターは皆さんの進路選
択をしっかりサポートしていきます。

キャリアセンターの主な就職支援
（4月1日現在）

・相談（対面/WEB）
・OB・OG情報照会（対面/WEB）
・資料閲覧
・就活に関するガイダンス動画の
オンデマンド配信（PorTaⅡ、公式LINE）
・求人情報の配信（PorTaⅡ）
・就職活動体験記の配信（PorTaⅡ）
・簡易個室WEBブースの利用

など

進路選択を行う学生に対する
キャリアセンターの支援体制

　「こども食堂」の運営団体「こども応援
団マイカ」を支援するために新たな自動
販売機を、西棟や天野貞祐記念館など
学内に計10台設置した。「こども応援団
マイカ」は地域のこどもや子育て中の保
護者を支援する地域団体で、こども食
堂を通して、地域交流の「居場所」を作
ることを目的に活動している。自動販売
機の売上金の一部を「こども応援団マイ
カ」に寄付し、地域貢献の一助とすると
ともに、本学のSDGs推進にも寄与する
もの。

子どもたちを支援する
自動販売機を設置

来日したばかりの留学生とサポート学生
葛飾北斎の画業を解説する浦上満氏

2021年に行われたオープンキャンパスの様子

　各大学は7年以内ごとに認証評価機関による認証評価を受けることが法令で
定められている。本学ではこれが2007（平成19）年度、2014(平成26)年度に次
ぐ3度目の認定となる。
　本学が作成した『自己点検・評価報告書』などの書面
評価、2日間にわたる実地調査を通して審査が行われ、
本学の各種取り組みが評価された。大学基準協会から
の提言として「長所」と「改善課題」が示された。
　今回の認証評価結果を受けて、本学は今後、課題を
速やかに改善するとともに、内部質保証をより機能さ
せ、自己点検・評価活動をさらに推進し、より一層の教
育研究の充実を目指していく。
　認証の有効期間は、2028年度(2029年3月31日)まで。

2021年度（公財）大学基準協会による大学評価（認証評価）を
受審し、「適合」の認定を受けました

　本学では2021年3月に「埼玉県SDGsパートナー」へ登録し
様々な面でSDGsの達成に向けて邁進してきたが、この度
SDGsの活動を全学的に推進し、より活発化させていくために
「獨協大学SDGs行動指針」を策定した。行動指針は、「本学構
成員のSDGs達成に向けた意識の向上と認識の共有」、「持続
可能で多様性と包摂性のある社会の実現」、「地球規模の課
題への取り組み」、「地域の課題への取り組み」の４つの柱か
ら成り、社会の発展に寄与するSDGsの達成を担う人材の育
成を目指していく。

獨協大学SDGs行動指針を策定

　本学では、障がいを持つ方々を採用
し、だれもが働きやすく活躍できる職場
環境づくりに取り組んでいます。2022年4
月1日からは、学内での清掃業務に障が
い者3名・サポーター1名の計4名が加わ
りました。
　獨協大学は、障がいの有無だけでは
なく、さまざまな大学構成員がともに活
躍できる環境づくりを目指し、「ダイバー
シティ（多様性）＆インクルージョン（包
摂性）の推進」（「獨協大学SDGs行動指
針」）に貢献していきます。

障がいを持つ方々が
学内で働いています

詳しくは本学ＨＰを
ご覧ください。

　3月5日、獨協大学英語教育研究会
（DUETA）主催の第11回ワークショップ
（『指導と評価の一体化から考えるICT
の活用と英語教育』）がオンラインにて
開催された。講師は、有嶋宏一 氏（鹿
児島県総合教育センター 研究主事、
本学卒業生）が務め、およそ120名が参
加した。参加者からは、「具体例を示し
ていただき非常にわかりやすかった」
「次年度から取り組むべき課題が明瞭
になった」といった声が寄せられた。　

獨協大学英語教育研究会
（DUETA）ワークショップを
オンラインにて開催

詳しくはHPを
ご覧ください。




